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1. まえがき
21日まで，平成 9年 7月18日から 7月27日の計47日

間である．

大陸棚調査室では，平成7年10月から平成9年 7

月の間，大型測量船「拓洋」により第35回大陸棚調

査として沖ノ鳥島南西方周辺海域の調査を実施し

た．ここでは，この調査結果の概要について報告す

る．

調査の主測線は東西方向とし，測線間隔は 6海里，

2.調査概要

調査海域は，北緯15。00’及び北緯18°00’の緯度線，

東経132。30’及び135。00’の経度線で固まれた海域で

ある（第 1図参照）．

調査期間は，平成 7年10月27日から11月 1日まで，

平成 7年12月3日から12月6日まで，平成 9年 3月

1日から 3月9日まで，平成9年 6月4日から 6月
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交差測線は北西から南東及び北東から南西とし，そ

の他必要に応じて補測練を設定した．また，九州、｜・パ

ラオ海嶺が当該海域以南に連続している可能性が

あったため，北緯14。30’まで補測線を設定した（第 2

図参照）．

調査に使用した機器は次のとおりである．

〈船位〉

GPS航法装置

く調lj 深〉

ナローマルチビーム音響測深機

シービーム210（周浪数12kHz）：測深幅は水深の

1. 7倍

測線距離6402海里

水深の音速度補正は，現場での XBT観測及ぴ

JODCの各層水温塩分データにより行った．

〈地質構造〉

深海用音波探査装置

・マルチチャンネル（24ch)

エアガン（発振間隔50m毎）

容量 1000立方インチ
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圧力 1500psi 

測線距離355海里

－シング／レチャンネノレ

エア方、ン（発振間隔15秒毎）

容量 352立方インチ

圧力 1500psi 

測線距離4370海里

表層探査装置（周波数3.5kHz)

測線距離6409海里

く地磁気〉

海上磁力計PMM-100型

測線距離4725海里

く重力〉

海上重力計KSS-30型

測線距離6423海里

〈底質採取〉

チェーンバッグ型及び円筒型採泥器

採泥点数 2点

3.調査結果

(1) 海底地形（第 3図参照）

本調査海域は，沖ノ鳥島の南西方にあたり，海域

東部には九州・パラオ海嶺が見られ，海域全体はフィ

リピン海盆の東縁の一部をなす．

本調査海域は北部から中部にかけて5000m～ 6000

mの比較的平坦な深海底を示し，南部は3500m

～6000 mの起伏に富んだ地形を呈している．海底に

は九州、｜・パラオ海嶺を除いて西北西一東南東方向の

走向をもっ地形が卓越し，北部から中部の海底は比

高500m程度，南部で、は比高lOOOm～ 2000mの多数の

第 1表顕著な海山

北た七Lも曜ようぜ星、・か海いa山rん
2500m 2618m 

七しも曜孟奇ぜ星いi・毎ぃt山,,.. 
2000m 2948m 

ふ船~·星ILか海い a山rん
2000m 2231m 

輔~Aほ星しか海いZ山Fん
3000m 2133m 

四L~三令，のpII星しか海い2山Fん

3000m 2256m 
破UぐEんEぜ星いか海いa山rん

3000m 2138m 

しし海山 2500m 3091m 
麦むJI星sしか海いg山rん

3000m 2024m 

真珠星海山 3000m 2241m 
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小海嶺と小海盆で構成されている．

沖ノ鳥島南西方海底地形図
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海域北東部の九州・パラオ海嶺上及び海域北部に

は比高2000m～3000 mの海山が存在する．これらの

海山で顕著な海山を第 1表のように仮称した．

緯14°30’の海域）において九州・パラオ海嶺の高まり

が確認された．

(2) 地磁気全磁力異常（第 4図参照）

本調査海域の地磁気全磁力異常は最大値＋203

nT，最小値－28lnTであり ，全体的には負の異常がまた，補測を実施した調査海域南部（北緯15。～北
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沖ノ鳥島南西方地磁気全磁力異常図
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第4図地磁気全磁力異常国

卓越している．フィリピン海盆では西北西一東南東

または，東西方向の縞状異常が卓越している．地磁

気夕、イポール異常は九州・パラオ海嶺，しし海山（仮

称）付近及び海域南西部に見られるが，海域南西部

以外のフィリピン海盆域には認められない．また，

海域南西部に見られる地磁気夕、イポール異常は海山

を伴わない異常であり，九州、｜・パラオ海嶺上の24。以

北に顕著に見られるダイポール異常に類似してい

る．夕、イポール異常で、もっとも大きいものは九州・パ

ラオ海嶺上の麦星海山（仮称） +96nT, -28lnTの

異常である．

(3) 重力異常（第 5図参照）

本調査海域のフリーエア重力異常の最大値は＋59

mGal，最小値は－42mGalである．また，フィリピ

ン海盆域では，平坦な海底地形にほぼ対応した＋10

mGalから－20mGalの小さな異常を示しており，

九州・パラオ海嶺上では，海山に対応したやや強い正

の異常が認められる．
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第5図重力異常図

底質採取記録表

地点、Nol 採取位置 ｜水深｜ 底質

093501116°15.5’N,134°39.9・El2450ml cS,S 

093502115" 11. 0’N,133 05.0’El546lmlM.Gr,G,Sn 

第2表

底質（第 3図参照）

0935D2の地点で採取した 2試料について，薄片観

察，全岩化学組成分析を行った．その結果，

は玄武岩（変質）， 2つ目は泥岩及びガラス質結晶凝

灰岩であった．また，玄武岩（変質）については，

K-Ar法による年代測定を行った.K-Ar年代は

(4) 

lつ目

-79ー

7-2図参照）7ーし

27 .4±1.6Maであった．

(5) 地質構造（第 6'
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第6図海底地質構造図

本調査海域の層序区分は上位から 3つの層に区分

し，周辺の海域との接合を考慮し，海域別に層名を

付与した．これらの音響的層相は，次のとおりであ

る．

① Wp I, Kr I, Ob I層：全体的に反射強度が

弱〈 ，一部に縞目の認められる音響的に透明な

上部堆積層．

② Wp II, Kr II, Ob II層 ：音響的にやや散乱

し，一部に縞目の認められる下部堆積層．

③ WpX, Kr X, ObX層 ．音響的に不透明な層で

あり ，音響的基盤と見なされた．

本調査海域では，九州・パラオ海嶺上に北北東一南

南西方向の明瞭な断層が多数存在する．

本調査海域であるフィリピン海盆東部において

は，東西方向，または西北西一東南東方向の直線的

な海底地形が多しこれらは断層産である可能性が

-80ー
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と比較すると，本海域において I層として分類した推定断層として図示した．本海域におい高いので，

地層は遠洋性粘土層と層厚が0.1秒～0.5秒でほぽー

II層として分類した地層は火山性の角レキ層

音波探査測線が東西方向に設定されているたては，

致し，め，東西方向の構造要素が音波探査記録上で、明確に

と火山灰層の互層と層厚が0.05秒から0.3秒でほぼ現れていないものと推察される．

一致している．九州・パラオ海嶺上に北北摺曲構造については，

フィリピン海盆内に東南南西方向の向斜構造が，

は北西一南東方向の向斜構造が存在する．

DSDPによる掘削が2ヶ本調査海域においては，

この Site290（フィリピン海所で実施されている．

とSite448（九州・パ

-81-

134。52.45’E）の掘削データ

133'28.08’E) 

16'20. 47’N, 

17'44 .85’N, 

ラオ海嶺，
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